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経験とはずいぶん違う。私は，小学校で英語を習った記憶はなく，「This is a 
pen」は中学からだった。しかも授業が英語で行われることもなかった。確







ドイル先生が，高校 1 年か 2 年の選択科目で，1 週間に 1 時間教えただけ。
グリコのおまけ程度にすぎない。



















































































の が Gaston Mauger の Cours de langue 








枢として 1883 年に Alliance française を
設立したという経緯がある。第二次世界大戦以降その教授法開発に深くかか
わったのがガストン・モージェ（Gaston Mauger）だった。



























　それは確か，大学 4 年生の夏のことだったが，私はアテネの 180 分・週 3
回の集中授業に参加した。この授業では，Alliance française とは別に，やは
り国策であるフランス語普及のために 1959 年に設置された CREDIF が開発
した Voix et Images de France という教材が使用されていた。CREDIF とは，







parlé ）」の教授法を研究し，その結果生まれたのが Voix et Images de France
だったのだ。











































これは，英語の場合の Good morning，Good afternoon, Good evening, Good 
night にほぼ相当する。ところが，フランス語には Good morning と Good 
afternoon の区別がない。お日さまが出ている間は，いつでも Bonjour なの
である。もちろん Good afternoon に相当する Bon après-midi という表現も
あるが，これは出会った時の挨拶ではなく，別れ際の「よい午後をお過ごし
ください」に相当する表現なのだ。
　まあ，これくらいはよいとしても，面倒なのは夕方と evening と soir の違
いだ。日本人にとっては，夕方というのは夜と昼の合間のごく短い時間だが，
イギリス人やフランス人にとっては，evening や soir というのは，日が落ち
34
てからベッドに入るまでの長い時間で，夜中の 12 時過ぎでもイヴニングド





















































　1975 年の春，私は，6 年目の奨学金を半年分使い残して，5 年半ぶりに帰
































　ところが第二外国語の場合は，A と B という初級 2 科目を選択すると，こ
れが週 1 回，なんと 2 コマ連続の 180 分授業（90 分授業の連続 2 展開）。と









































たために，私の LL デビューは，新 1 号館が誕生し，経営学部長だった大河
内正陽先生を中心に情報科学センターが活動をはじめた 1981 年のことだっ
たと思う。LL 教室は，この時 A，B，C，D，E という 5 教室に事務室と資
料室のついた LL 研究室に生まれ変わり，カセットデッキに加えて，ビデオ
デッキを備えた「視聴覚教室」としてスタートした。



















5. LL から CALL へ
　以上のようなビデオの映像とカセットテープの音声が中心の LL 研究室に，




























































　そして，その 5 年後に CALL システムのリニューアルの機会が訪れた時に，
もう一つ新しい工夫を付け加えることにした。この時に導入された教材作成
ソフト Stream Author を利用して，初級文法の授業そのものをネット公開す
ることである。学生にかぎらず，誰でもインターネット上の「マルチメディ
ア フランス語教室」にアクセスして，Contact Direct というアイコンをクリッ
クすれば，私の授業を何度でも無料で受講することができる。これと併せて，









































































　1975 年の昔と 2015 年の今では，状況が一変した。初級の学生に 90 時間
程度の授業を行うことは，かつても今も変わりないが，すべてがアナログで

































Computer Assisted なのだ。コンピュータやロボットや AI の支援を上手に引
き出すためには，最低限の「教養＝実用」が必要となる。
　私たちは，大学で 1 年に 90 時間学ぶ外国語が，教養としても実用として
も役に立つ時代に突入しつつある。専修大学の CALL（Computer Assisted 
Language Learning）は，まさに，このような時代の外国語学習に必須のシス
テムなのだ。
